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2023 年 10 月 8 日（日）9：30～12：00                          写真協力：伊藤義人氏 

参加者：大人 18 名 子ども 4 名 天気：曇り 

 

 

エノキは実が熟して赤くなったものは食べられると聞いて食べてみました。ほんのりと甘く野鳥たちには人

気があるそうです。ナス科のクコを観察すると、確かにナスの花を小さくしたような花が咲いていました。

足元の葉にセスジスズメの幼虫がとまっていました。黒字に黄色い紋が目立つ人気のスズメガの幼虫です。  

小学生の参加者が見つけたイモムシを持ってきてくれました。ヨモギエダシャクの幼虫でした。広食性のガ

でこの日はオオブタクサにいたそうです。イヌホオズキもナス科で、花も黒い実もナスらしさをまとってい

ました。中道にはアベマキのドングリが無数に落ちていて、中にはもう根を出しているものもありました。 

先月チャイロスズメバチが来ていたアベマキの樹液を調べると、この日はオオスズメバチが 2 頭来ていまし

た。その近くの地面をセアカヒラタゴミムシが早足で近づいて来ました。畑の脇でマメ科の植物を見つけた

参加者がタンキリマメと教えてくれました。初めて見る参加者が多く葉の様子は小型のクズのようでした。 

畑のサツマイモの葉には夥しい数の食痕が見られ、探してみるとヨツモンカメノコハムシがたくさんいまし

た。幼虫、前蛹、蛹、成虫が大量に見つかりました。そのほか巻いているサツマイモの葉をめくってみると

中にいたのはイモキバガの幼虫でした。畑ではほかにローゼルやオクラ、ナスなどが栽培されていました。 

 

 

 

秋の気配が急速に深まってきました。10 月に入った途端に 30 度を切った最高気温は、ここ数日は 25 度をも
下回っています。この日の名古屋の最低気温は 15.4 度で、曇り空ということもあり長袖の上に羽織るものが
欲しくなる肌寒さでした。森の生きものの様子も一段階季節が進み冬を迎える姿に変化しつつありました。 

 

ローゼル 
 

ヨツモンカメノコハムシ イモキバガの幼虫 
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エノキの実 
 

セスジスズメの幼虫 クコの花 

ヨモギエダシャクの幼虫 
 

発根したアベマキ 
 

イヌホオズキの実 
 

※Facebookも見てください！「平和公園自然観察会 Facebook」で検索・または⇒ 

http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/


 

シソが花盛りでたくさんの昆虫が蜜を目当てに集まって来ていました。シロオビノメイガやウラナミシジ

ミ、ホシヒメホウジャク、ヤマトシジミなどの鱗翅目のほか、ハチやアブの仲間も多く観察されました。 

 

ウバメガシにドングリがなっていました。2 年目の秋に茶色くなるそうです。そしてウバメガシのドン

グリは食べられるとのことでした。その隣のアキニレは、秋に花が咲くことがその名の由来とのこと

で、この日は花が終わって若い実がつき始めていました。まだピンク色の柱頭が残っていました。炭焼

き広場の東側の地層を観察して、その地層を作り出した水の流れやその速さを想像してみました。 

一面のシラタマホシクサの中にスイランが 2 輪だけ咲いているのが確認できました。田んぼに向けて移

動する途中、クスノキのひこばえの中に、アオスジアゲハの前蛹を見つけた参加者がいました。田んぼ

ではイネがすっかり色づいて穂を垂れていて、次の週末に稲刈りが予定されているとのことでした。 

この日の稲刈り準備の作業中に見つかったというウシガエルの幼体がバケツに入れられていました。ウシ

ガエルは特定外来生物です。田んぼの脇ではイボクサが花をつけていました。ツユクサ科の植物で、花は

ツユクサより少し小さく色は淡い紫色でした。またボントクタデとイヌタデが近くに咲いていました。そ

の葉に模様があるのがこの 2 種の共通の特徴と言われて確認すると確かに V 字型の斑が見られました。 

 

平和公園での観察項目(観察順): ウンモンスズメのフン,死んだアメリカザリガニ,ヨシの穂,ワカバグモ,アリの仲間,エノキ,ヒ

ガンバナ,セスジスズメの幼虫,ヤブガラシ,マダラツマキリヨトウ,ウメの花,オオオナモミ,クコの花,ヨモギエダシャクの

幼虫,オオブタクサ,イヌホオズキ,イグチ科のキノコ,アベマキのドングリ,オオスズメバチ,ガの仲間の幼虫,セアカヒラタ

ゴミムシ,ソシンロウバイの偽果と種,イセノナミマイマイ,タンキリマメ,ヨツモンカメノコハムシ,ウラナミシジミ,イモキ

バガの幼虫,シソ,チャバネセセリ,ツバメシジミ,ラッカセイ,ナナホシテントウ,ハネナガイナゴ,アブの仲間,ローゼル,ヤマ

トカギバ,ヤマトシジミ,シロオビノメイガ,ナスの花,オクラの花,ホシヒメホウジャク,ヤマノイモのむかご,ウバメガシの

ドングリ,アキニレの実,アオスジハナバチ,ヘクソカズラ,地層,サルトリイバラ,コロギスの幼虫,コバネイナゴ,チヂミザサ,

ヒメスズメバチ,ジュズダマ,アキノノゲシ,シロバナサクラタデ,コガタスズメバチ,ヒヨドリバナ,シラタマホシクサ,スイ

ラン,シロサワギク,サワギキョウ,ジョロウグモ,アオスジアゲハの前蛹,ウシガエル,田んぼ,イネ,イボクサ,ボントクタデ,

イヌタデ,ヌメリグサ,カマキリ,ヒメジョオン,コクワガタ 

2023 年 10月 

ウバメガシのドングリ 地層の観察 
 

アキニレの実 

シロオビノメイガ ホシヒメホウジャク 

ウラナミシジミ 

アオスジアゲハの前蛹 
 

シラタマホシクサとスイラン 稲刈り間近の田んぼ 

ウシガエル ボントクタデの葉 イボクサ 


